
中学生考案のメニューが給食に！
竜中特別賞７作品の献立を町内学校園に提供
１月20日～28日の学校給食期間中、竜王中学１年生が
考案した７つの献立が町内の学校園に提供されました。
これは、昨年９月に行われた県学校給食会主催の学校給
食用料理コンクールに食物繊維の豊富な料理として生徒
らが考え応募したもの。コンクールでの受賞がかなわな
かった生徒を思って学校が独自に「竜中特別賞」を設け、
特別メニューとして提供しました。学校の粋な計らいに、
みんなのおいしい笑顔が広がる給食時間となりました。

野菜やキノコ、コンニャクなど彩りも工夫されたメニュー

↑メンバー（21人）で現地取材も行いながら制作に挑んだ

フレンドマート竜王店から飾りが提供され、華やかな正月飾りが完成

コミュニティ・スクール竜王西小学校　紙芝居で歴史がもっと面白い！
竜王西小学校絵本を読む会「ぽえむ」の新作紙芝居「鏡山と仏様」が完成
子どもたちに絵本の読み聞かせと手作りの大型紙芝居を上演する読書ボランティアグループ「ぽえむ」が、新作「鏡山と仏
様」を制作し、12月17日、竜王西小学校の６年生への読み聞かせで初披露しました。今作で13冊目となる物語は、同小
学校裏の「鏡山」にある雲

うんかんじ
冠寺や西光寺などの建立にまつわる歴史を「縁

えんぎしょ
起書」を基にひも解き、子どもたちに分かりやす

く伝えるもの。同小のコミュニティ・スクール構想に基づく「地域（ふるさと）学習推進プロジェクト」の一環として取り組
まれ制作されました。児童らは、聖徳太子が雲冠寺を建立したことや織田信長による同山寺院焼き討ちの話など、教科
書で学んだ人物が登場する話を興味深げに聞き入っていました。同会代表の大橋さんは、「縁起書が難解で多くの方から
アドバイスをいただいて制作しました。子どもたちには自分の住んでいる地域が歴史的な価値のある場所であることを
知ってほしい」と話し、目を輝かせながら学ぶ児童たちの姿に目を細め、完成の喜びをかみしめていました。

福来れ！願い込めて正月飾り制作
「まつぼっくり児童クラブ」正月飾り制作・展示
１月５日、竜王小学校区の学童保育所「まつぼっくり児
童クラブ」に通う１年～６年生約120人が、季節遊びに
正月飾りの制作を行いました。児童たちは、プランター
に見立てた牛乳パックにハボタンを入れ、金の扇や折り
鶴などで「右かな～、左の方が恰好いいかな～」と悩みな
がら飾り付け。最後に１年の目標や願い事を書いて個性
光る正月飾りが完成しました。飾りはフレンドマート竜
王店の協力を得て同月12日まで店内に展示されました。

竜王町コンパクトシティ化構想の実現へ！竜王町コンパクトシティ化構想の実現へ！竜王町コンパクトシティ化構想の実現へ！輝
き

竜
りゅう

の郷づくり 新時代へのチャレンジ

世帯の小規模化世帯の小規模化がもたらす地域コミュニティへのがもたらす地域コミュニティへの影響影響
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■ 65歳以上の単独世帯　■ 65歳以上の夫婦のみ世帯　■  世帯当たり人口

➡ �世帯当たり人口の減少により、世帯の力
（自助）が縮小

➡ �地域の65歳以上の単独世帯、65歳以上
の夫婦のみ世帯の比率が高まり、地域の
担い手が減少し、地域の力（共助）が縮小

➡ �地域コミュニティに求められるニーズの
変化（イベントから事業・サービスへ）

「世帯の力（自助）」や「地域の力（共助）」の縮小により、
今までどおりの地域コミュニティの維持は難しい

地域や世帯の構造が変化しても、安心して暮らしていける 地域や世帯の構造が変化しても、安心して暮らしていける 

持続可能な自治会づくり持続可能な自治会づくりが必要！が必要！

「地域コミュニティの維持・活性化」について「地域コミュニティの維持・活性化」について
竜王町コンパクトシティ化構想の柱の一つである

地域コミュニティの維持・活性化への進め方について検討しています。

１自治会で解決
できないもの

⃝�まちづくりタウンミーティングの開催
⃝まちづくりフォーラムの開催

平成28年度

⃝�地域支え合いしくみづくりモデル事業�
（鵜川・林）

平成29年度

⃝�町民ワーキング、コンパクトシティ化
検討懇談会の開催�

⃝�地域支え合いしくみづくりモデル事業�
（弓削・西川）

平成30年度

⃝�まちづくり意見交換会の開催�
（町内５カ所）
⃝�地域支え合いしくみづくりモデル事業�
（山中・川上）

令和元年度

⃝�第六次竜王町総合計画策定
⃝�地域支え合いしくみづくりモデル事業
実施地区との意見交換

⃝�全自治会対象アンケートの実施

令和２年度

⃝�輝竜の郷づくり懇談会の開催（全５回）
⃝�「地域自治組織のあり方検討」庁内重点
施策プロジェクトチームの設置

　˩職員対象まちづくり研修会の開催
　˩�先進地視察の実施　(富山県南砺市・

滋賀県東近江市・甲賀市)
　˩�町職員に対して「自治会の現況と課

題に関するヒアリング調査」の実施

令和３年度

これまでの取り組みこれまでの取り組み

行政と自治会の関係を整理（行政から 
自治会への依頼ごとの整理〔棚卸〕）

各種役員の選出、会議の出席、行事ごとの 
参加・出役、全戸配布依頼、集金など

自治会
×

行 政
町が解決すべきこと

自治会自らが課題解決に向けて
話し合い、決定する

事業・行事の見直し、役員の
検討、若者・女性の参画など

自治会
×

区 民
自治会が解決すべきこと

自治会間の連携で解決

事務の共同化、
行事の合同実施など

自治会
×

自治会
連携して解決すべきこと

解決する

ためには

本町における地域コミュニティ活動の中心は町内32の自治会です。令和３年度は「地域
自治組織のあり方検討」プロジェクトチームで、他市町の活動組織を視察しましたが、
合併を契機に設立された新しい地域自治組織（まちづくり協議会等）の成り立ちや組織、
活動をそのまま本町に当てはめることは難しく、先進事例も参考にしながら、本町独自
にそのあり方を模索していくための進め方を整理しました。今後、町民の皆さまのご意
見も頂きながら、一緒に本町にふさわしい地域自治組織のあり方を見いだしていきます。

それぞれ見直し

持続可能な
自治会づくりに向けて

まずは話し合いを！

現在

まちのホッとニュースまちのホッとニュース随時、町ホームページ
でまちの話題を公開し
ています。

りゅうおう
きらりんニュース
竜王町 検索

↓食い入るように紙芝居を見つめる児童たち。上演後は手を挙げて質問する姿も見られた

vol.5

語りと効果音で物語の世
界に引き込まれる

これまでの
振り返りは
こちら

問 �未来創造課 政策推進係�
58-3701
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